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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
４
月
28
日
、

２
０
２
０
年
度
決
算
を
発
表
し
、

連
結
・
単
体
と
も
に
大
幅
な
純

損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。
再
度

の
緊
急
事
態
宣
言
や
、
ま
ん
延

防
止
措
置
の
適
用
が
続
く
中
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
輸
送
も

激
減
の
状
態
で
す
。
し
か
し
、

会
社
は
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
加

速
さ
せ
、
将
来
へ
の

投
資
と
称
し
、
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
設

備
投
資
を
発
表
、
３

０
０
０
億
円
か
か
る

羽
田
空
港
連
絡
線
建

設
も
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
輪
か
ら
出

土
し
た
鉄
道
開
業
時

の
遺
構
の
保
存
を
決

定
し
、
３
０
０
億
円

以
上
か
か
る
こ
と
も

判
明
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
鉄
道
員
と

し
て
、
歴
史
を
物
語

る
鉄
道
遺
構
の
保
存

に
は
賛
意
を
表
し
ま

す
が
、
で
あ
る
な
ら

ば
、
社
員
へ
の
投
資

も
並
行
し
て
行
っ
て

い
く
べ
き
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
発
足
以
来
、

23
年
間
も
の
黒
字
決
算
で
内
部

留
保
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

社
員
の
頑
張
り
で
積
み
上
げ
て

き
た
蓄
え
を
今
こ
そ
社
員
の
生

活
維
持
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
使
う
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

東
日
本
本
部
は
、
５
月
14
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

会
社
に
対
し
、
基
本
給
の
２
．
５
ヶ
月
支
払
い

を
軸
と
す
る
、
夏
季
手
当
に
関
す
る
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。(

内
容
別
掲
）

鉄道遺構「高輪築堤」

●夏季手当は２．５ヶ月支払うこと

●夏季手当は６月２５日までに支払うこと

●新型コロナ対応に関して

①日々安全・安定輸送を担っている社員・

エルダー社員に一律３万円支払うこと

②医療従事社員に一律５万円支払うこと

③新型コロナに感染した社員・エルダー

社員の私傷病休暇について、「期間率」

から除外すること

主な要求 会
議
で
は
、
沢
田
委
員
長
か

ら
「
現
在
退
職
す
る
人
が
増
え

て
き
て
い
る
が
、
退
職
し
た
後

の
職
場
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と

は
な
ら
な
い
。
働
き
や
す
い
、

健
全
な
職
場
に
す
る
た
め
、
も

う
ひ
と
踏
ん
張
り
頑
張
ろ
う
。

さ
ら
に
今
年
は
衆
議
院
議
員
選

挙
が
必
ず
行
わ
れ
る
。
総
選
挙

に
勝
利
し
て
、
菅
自
公
政
権
を

退
陣
に
追
い
込
も
う
」
と
主
催

者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
か
ら
は
武
田
執

行
委
員
・
中
村
賢
太
郎
執
行
委

員
が
参
加
し
、
東
日
本
本
部
内

の
組
織
現
状
や
拡
大
へ
の
取
り

組
み
な
ど
の
情
勢
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

菊
池
書
記
長
か
ら
は
①
組
織

強
化
・
拡
大
、
②
規
約
改
正

（
案
）
、
③
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
闘
い
、
④
全
交
運
共
済

加
入
促
進
の
取
り
組
み
、
⑤
地

本
業
務
の
見
直
し
、
⑥
当
面
す

る
書
記
局
体
制
（
案
）
に
つ
い

て
、
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
青
森
駅
連
合
分

会
の
小
原
典
昭
分
会
長
か
ら
、

組
織
拡
大
に
向
け
た
職
場
の
取

り
組
み
、
新
し
く
な
っ
た
青
森

駅
舎
の
問
題
点
な
ど
、
盛
岡
支

部
・
菅
原
高
明
書
記
長
と
一
関

地
域
分
会
・
佐
藤
徳
彦
副
委
員

長
か
ら
は
今
年
度
の
新
入
社
員

の
配
属
状
況
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

発
言
を
受
け
て
菊
池
書
記
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
が
制
約

さ
れ
る
が
、
若
い
人
に
国
労
運

動
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
も
う

ひ
と
踏
ん
張
り
が
ん
ば
ろ
う
」

と
ま
と
め
、
最
後
に
佐
々
木
政

志
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
で
会

議
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
盛
岡
地
本
発
）

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
も
あ
る
が

今
こ
そ
労
働
組
合
の
力
を
発
揮
さ
せ
よ
う

盛
岡
地
方
本
部
は
４

月
３
日
、
盛
岡
市
リ
リ

オ
に
お
い
て
、
第
１
回

「
支
部
・
地
区
協
・
分

会
代
表
者
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

地盛
本岡
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国
労
東
日
本
電
気
協
議
会
は
、

第
33
回
定
期
委
員
会
を
３
月
13

日
に
東
京
地
方
本
部
会
議
室
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
現
地

の
会
場
に
は
18
名
の
組
合
員
が

集
ま
り
、
秋
田
・
盛
岡
・
仙
台
・

水
戸
・
新
潟
の
各
地
本
か
ら
は

リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
大
角
議
長
は

「
電
気
の
変
革
２
０
２
２
は
、

一
般
社
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

社
員
に
自
ら
考
え
さ
せ
る
手
法

が
と
ら
れ
て
い
る
。
職
場
過
半

数
代
表
選
挙
で
は
票
数
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
投
票
し
て
く

れ
た
人
の
思
い
を
ど
う
拾
う
か

が
大
切
。
も
う
一
度
世
話
焼
き

活
動
の
大
切
さ
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
各
地
方
・
各
系
統

別
に
報
告
が
さ
れ
、
「
使
用
開

始
判
定
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
な

り
夜
間
作
業
が
減
っ
た
」
（
秋

田
）
、
「
新
幹
線
統
括
本
部
で

は
指
揮
命
令
系
統
が
明
確
化
さ

れ
て
い
な
い
」
（
盛
岡
）
、

「
電
車
線
の
点
検
で
要
員
が
不

足
し
、
メ
セ
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
」
（
仙
台
）
、
「
超
勤
月

40
時
間
超
え
が
出
て
い
る
。
若

年
退
職
が
後
を
絶
た
な
い
」

（
水
戸
）
、
「
４
連
夜
勤
な
ど
、

体
が
丈
夫
で
な
く
て
は
Ｔ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
に
は
出
向
で
き
な
い
」
（
新

潟
）
、
「
在
来
・
新
幹
線
と
別

れ
、
勤
務
操
配
が
厳
し
く
な
っ

た
」
（
高
崎
）
、
「
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
い
う
検
査
手
法
は
何
を

も
っ
て
成
功
と
す
る
の
か
あ
い

ま
い
」
（
長
野
）
、
「
自
動
車

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
」
（
東

京
）
、
「
職
場
内
に
感
染
者
が

で
て
も
会
社
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

認
め
な
い
」
（
千
葉
）
な
ど
、

合
理
化
施
策
の
矛
盾
や
そ
れ
に

起
因
し
た
事
故
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
の
へ
の
恐
怖
と
会
社
対
応

へ
の
不
満
な
ど
多
く
の
声
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
の
最
後
に
は
、
新
体
制

と
し
て
新
議
長
に
後
藤
さ
ん

（
大
月
電
力
メ
セ
）
が
選
出
さ

れ
、
新
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
電
協
発
）

国
労
東
日
本
運
転
協
議
会
は
、

第
32
回
定
期
委
員
会
を
、
３
月

６
日
に
大
宮
地
区
本
部
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は
東

京
地
本
管
内
の
役
員
・
委
員
の

み
と
し
て
、
事
前
に
議
長
挨
拶

及
び
委
員
発
言
を
載
せ
た
定
期

委
員
会
活
動
方
針
（
案
）
を
配

布
し
ま
し
た
。

来
賓
の
東
日
本
本
部
渡
辺
副

委
員
長
か
ら
、
①
21
春
闘
の
取

り
組
み
、
②
社
員
代
表
選
、
③

組
織
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
、
続
い
て
各
委
員
か
ら

は
、
組
織
の
現
状
や
問
題
点
と

課
題
、
活
動
状
況
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
各
地
方
に
共
通

す
る
の
は
、
組
合
員
減
少
の
中

で
も
職
場
の
諸
問
題
改
善
に
向

け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
な

い
、
組
合
に
所
属
し
て
い
な
い

社
員
が
多
い
状
況
で
、
労
働
組

合
の
必
要
性
を
訴
え
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
る
活
動
を
創
意
工
夫

し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

運
転
関
係
で
は
「
ワ
ン
マ
ン

運
転
の
拡
大
に
よ
り
、
人
身
事

故
な
ど
の
異
常
時
対
応
で
、
運

転
士
へ
の
負
担
が
増
え
る
事
が

懸
念
さ
れ
不
安
を
感
じ
る
」
、

検
修
関
係
で
は
「
業
務
委
託
の

導
入
以
降
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
の

育
成
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件
が
悪

い
た
め
、
退
職
者
が
後
を
絶
た

た
ず
、
技
術
継
承
が
う
ま
く
進

ん
で
い
な
い
。
そ
の
為
に
エ
ル

ダ
ー
雇
用
が
終
了
し
て
も
再
契

約
を
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
、
同

様
の
実
態
が
、
首
都
圏
・
地
方

を
問
わ
ず
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
頂
い
た
意
見
を
文
書
提

出
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
活
か
し
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
と
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
保
を
引
き

続
き
求
め
て
い
く
こ
と
を
参
加

者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。
最

後
に
新
体
制
と
し
て
、
議
長
に

保
科
誠
司
さ
ん
、
事
務
長
に
大

野
広
志
さ
ん
、
会
計
監
査
に
緑

川
浩
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
保
科

新
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
ま
し
た
。
（
運
転
協
発
）

第
33
回
定
期
委
員
会

第
32
回
定
期
委
員
会

前
号
（
No
８
３
８
）
表
面
記
事
中
、「
今
回
の

考
え
方
は
疑
題
。
」は
「
今
回
の
考
え
方
は
疑
問
。」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

５
月
３
日
に
国
会
前
に
お
い

て
「
５
・
３
憲
法
大
行
動
」

（
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
・

改
憲
No
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
の
共
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
労
か
ら
も
東
日
本
本
部

を
は
じ
め
、
各
機
関
か
ら
代
表

派
遣
の
形
で
参
加
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
に
立
っ
た

法
政
大
学
・
山
口
二
郎
さ
ん
か

ら
は
「
敗
戦
後
の
人
々
が
、
日

本
政
府
が
用
意
し
た
憲
法
草
案

と
現
在
の
憲
法
、
ど
ち
ら
が
良

い
か
選
び
取
っ
た
の
が
今
の
憲

法
。
そ
の
憲
法
の
理

念
の
国
を
作
る
作
業

は
ま
だ
ま
だ
途
上
で

あ
り
、
む
し
ろ
実
際

の
政
治
と
の
乖
離
が

増
え
て
い
る
」
な
ど

の
訴
え
が
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
多
く
の
ゲ

ス
ト
や
、
社
民
党
・

福
島
党
首
を
は
じ
め
、

各
野
党
の
代
表
者
か

ら
あ
い
さ
つ
が
続
き

ま
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
の
争

議
は
11
年
目
に
入
り
、
人
道
上

の
問
題
、
航
空
の
安
全
の
問
題

も
含
め
、
解
決
は
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
国
民

共
闘
会
議
は
、
４
月
16
日
に
国

交
省
前
・
厚
労
省
前
宣
伝
行
動

を
行
い
、
国
労
東
日
本
本
部
か

ら
も
参
加
し
解
決
を
訴
え
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と

い
う
難
し
い
状
況
の
中
で
、
プ

ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
を
静
か
に

持
っ
て
訴
え
る
形
式
で
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
12
時
30
分
か

ら
代
表
団
が
国
交
省
に
、
14
時

か
ら
厚
労
省
に
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

国
会
前
に集

結

不
当
解
雇
を
許
さ
な
い

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
闘
争


